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0．はじめに
平成 20年度の専攻科の一般科目授業科目である「現代
英語」の授業では、eラーニングを利用した。使用したeラー
ニング用教材は、Moodle を利用して自主作成したものと
インターネット上で配布される無償の英語学習サイトで
ある。本稿では、Moodle を利用して自主教材を作成する
方法とその実例、そして無償のネット英語学習サイトとし
てBBCが提供している「BBC Learning English」の活
用例について説明し、最後に本授業に対する評価として実
施したアンケートを基に、eラーニング学習の効果につい
て分析を行う。
1．Mood le について
Moodleはオープンソースのeラーニング用システムで、
国内外の多くの教育機関等で利用されている。本校でも創
造教育開発センターが中心となって導入を進め、平成 20
年度までには概ね準備が整った。これに合わせて筆者が担
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当する専攻科の一般科目授業「現代英語」でその利用の準
備を進め、平成 20年度の授業から試験的に運用を試みた。
1．1．Mood le の使用法
1．1．1．コースの設定
Moodle では、まずコース（授業）で利用するための最
初の準備として、「管理」の「設定」から入って「コース
設定」を行う。ここで講座の名称、授業要約、週数、開講
日などの設定をする。「登録キー」を設定することによっ
て、コース登録者だけが利用するようにすることができ
る。これが済むと次に、週毎に「トピックの要約」と使用
する「リソース」や「活動」を設定する（図 1）。たとえば、
第一週の授業概要として、「ガイダンス。文法：動詞・助
動詞。TOEIC：Unit １L」という授業概略を記載し、こ
の週に準備する活動などについて説明する。続いて、「リ
ソースの追加…」のプルダウン・メニューで利用する情報
コンテンツを準備する。たとえば、テキストページを作成
したり、外部のウェブサイトにリンクを張って提示するこ
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とができる。さらにもうひとつ別に、「活動の追加…」と
書かれたプルダウン・メニューがあり、ここから「チャッ
ト」、「フォーラム」、「小テスト」、「課題」など様々な種類
の活動を作成できる。「現代英語」の授業において一番よ
く利用したのは「小テスト」である。
図１Mood le「現代英語」コース設定ページ（部分）
1．1．2．小テストの作成
「小テスト」の種類には、「多肢選択問題」、「正誤問題」、「記
述問題」などがあり、作成した問題はカテゴリ分けされた
データベースに保存され、コース内およびコース間で再利
用することができる。受験後の採点は自動的に行われ、正
解とフィードバック（解説）を提示することができる。評
定機能も実装されているので、個々の受験者の詳細な受験
結果を知ることができる。教師側の採点の手間はまったく
必要ない。現代英語の授業では、「多肢選択問題」を単語テ
スト、文法・語法問題演習、TOEIC演習で利用した。
「小テスト」で単語テストを作成する手順は、まず、「活
動の追加…」から「小テスト」を選択し、続いて現れる画
面で必要事項を記入する。テストの名称、イントロダクショ
ン（テストの内容説明）、テスト公開・終了日時、制限時間、
問題をシャッフルするか否か、受験可能回数、評定方法な
どを記す。テストの名称はトピックの概略の表の中に表出
する。たとえば、「第１回単語小テスト8-15」などと記す。
テストの公開日時は「何月何日何時から何月何日何時まで」
の設定が可能である。期限を設定しないことも可能である。
テストの実施において教師が受験を直に指導するような場
合は、授業時間内に日・時を設定する。放課後や家庭での
実施を認める場合には、それなりの期限を設ける。また、
同じテストを繰り返して受験する場合には、受験回数を複
数回に設定し、この場合は問題と選択肢のそれぞれにおい
てシャッフルをかけるように設定することが可能である。
続いて個々の問題作成に入る。ウィンドウが変わって、
まず、カテゴリーの編集から始める。テストをカテゴリー
で分類してデータベースに保存しておくことで、後で訂正
したり、再利用することが容易になる。たとえば、「単語小
テスト」、「文法問題」、「TOEIC」などと分類化しておく。
ひとつのカテゴリーはさらに下位分類を行うことが可能で
ある。「単語テスト」の下位分類としては、「第1回」「第2
回」・・・のように。続いて、「問題の作成：選択」からプ
ルダウンして問題の種類を選択する。ここには、「計算問
題」、「説明」、「作文問題」、「組み合わせ問題」、「穴埋め問
題（cloze）」、「多肢選択問題」、「記述問題」、「数値問題」、「○
/×問題」などがある。
「多肢選択問題」で作成手順を説明する。まずテスト名
を記入する。これはデータベース上の名前となる。この
後、第1問から順次、問題を作成していく。単語テストで
は、問題形式は英文空所選択で、問題文は、例えば、「創造
力に富む作家たちによって雪はその多くの側面がほめたた
えられるようになった。Snow has become （　　）for its 
many faces by creative writers．」と記す。次に空所に入
れる選択肢毎に、答えと評点とフィードバックを一つずつ
記していく。選択入力欄は最初3つしか与えられないが、
3つずつ増加していくことが可能である。単語テストでは
選択肢が４つ必要なので「さらに3件の選択入力欄を追加
する」をクリックすることでその数を増やすことができる。
選択肢の正解には「評点」から「100%」をプルダウンして
選び、誤答には「なし」を選択する。なお、評点の配点は
いろいろな割合で評価することができる。フィードバック
には、正解であれ誤答であれ解説を記して学習者に提示す
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ることができる。また、「ペナルティー要素」という設定
事項があり、誤答に対して差し引く評点の割合を指定す
ることができる。ペナルティ要素は、0から 1の間で設定
し、ペナルティ要素が１の場合、学習者は合格を得るため
には最初の解答で正解する必要がある。ペナルティ要素が
0の場合、学習者は合格するまで何度でも受験することが
できる。必要な数の問題の作成が済んだところで、全問題
を「すべてを選択」し、「小テストに追加」して完成である。
問題はデータベースに保存されているので、作成した中か
ら数題を選択して小テストを作成することも可能である。
1．1．3．ファイルやウェブサイトの利用
他のファイルや外部のウェブサイトを利用できるよう
にするには、「リソース追加…」からプルダウン選択する。
たとえば、「現代英語」で「単語小テスト準備プリント」
を提示するにあたっては、「テキストページの作成」から
入る。ここで、ファイルの名称を記し、その要約とフルテ
キストを記載するだけでよい。
他のウェブページを利用するためには、「リソース追
加…」からプルダウンで「ファイルまたはウェブファ
イルにリンク」を選択する。「文法・語法演習」の「文
法概説」、そしてBBCの英語学習サイト「Ten Days in 
Manchester」では外部のウェブページを利用しているの
で、そのファイルの名称を記入して、ウェブサイトのロ
ケーションを記入して完了である。
1．1．4．成績管理
学習者の活動（小テスト）の学習成績をチェックするた
めには、「トピックの概略」で、参照したい活動名をクリッ
クする。タブの中から「受験結果」を選ぶと、学習者全員
の成績一覧表が提示される。ここでは、学習者毎に、その
活動の開始日時、完了日時、所要時間、評点が与えられる
（図 2）。「評点」の点数をクリックすると、各問題毎に詳
細な受験履歴が表示され、誤答に関してもどのような間違
いを犯したのかを知ることができる（図 3）。また、「アイ
テム分析」からは、個々の問題に関するパフォーマンスの
分析及び判定が表示される。具体的には、個々の問題の難
易度（ファシリティ指標）、標準偏差の他、識別指数、判
別係数も表示される（図 4）。
図 2 受験結果一覧表
図 3 受験結果レビュー
図 4 アイテム分析
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2．専攻科一般科目「現代英語」でのｅラーニング
「現代英語」で準備した eラーニング用の教材としては、
次のものをMoodle で自主作成し、またインターネット上
の外部学習サイトを利用した。
(1) 単語小テスト準備プリント（Moodle 自主作成）
(2) 単語小テストと単語 100 問テスト（Moodle 自主作成）
(3) 文法・語法演習：文法概説（外部学習サイト）と問題
演習（Moodle 自主作成）
(4) TOEIC 演習（Moodle 自主作成）
(5) BBC Learning English--Ten Days in Manchester
（外部学習サイト）
(6) COCET 3300（外部学習サイト）
以上の教材について、普通教室においてテキストと必要
なプリント教材を用いて一斉指導を行った場合と、eラー
ニング室で個人学習を行った場合との比較をしながら解
説をしたい。
2．1．単語小テスト準備プリント
「単語小テスト準備プリント」（以下、「準備プリント」）
は、単語小テストの準備として事前に配布するものであ
る。学習者に単語・熟語集のテキストを与えることで、教
師には出版社からテスト作成ソフトが供給される。このソ
フトを使用して準備プリントを作成することができる。現
代英語の授業で与えた準備プリント一回分には、単語・熟
語集テキストの 8ページ分のすべての単語から作成した
問題が載っている。問題形式としてはTOEIC の語彙問題
の形式に合わせて、英文の中に入れる語句を４つの選択肢
の中から選ぶ。ただ、TOEIC の語彙問題とは異なり、問
題英文の和訳も与える。答えは与えないので、学生は正解
を知るためにテキストを使用して調べることになり、同時
に単語の意味や派生語などの学習をする。準備プリント一
回分で約 40語の単語・熟語を学習し、各語句の使用例を
確認する。音声CDを使用すれば単語と例文の発音練習も
可能である。
プリントで配布する場合とMoodle で提示する場合とで
は、学生側の学習上の違いは特にない。しかし、プリント
で配布する場合は、A4版の表裏に印刷したものを一枚準
備するが、紛失する可能性がある。一方、Moodle で提示
する場合は、紛失の恐れはなく、PCがあればいつでも見
ることができる。逆に言えば、PCがなければ見ることが
できないが、必要な場合はプリントアウトすることがで
きる。教員側は、プリントでは印刷する手間がかかるが、
Moodle を利用すればその手間は要らない。PC上で提示
するための手間と時間は、プリントを印刷する場合よりは
少ないといえる。
2．2．単語テスト
2．2．1．単語小テスト
「単語小テスト」（以下、「小テスト」）の作成は上述の準
備プリントとまったく同様である。準備プリントでは指定
の範囲から全単語の問題を挙げているのに対して、小テス
トではその同じ問題から 20問だけを選択している。学生
は、準備プリントで十分に学習をしておけば、解答する時
間は 2，3分で十分である。要は準備プリントで学習させ
ることに目的がある。
プリントで小テストを行う場合には、問題用紙の印刷と
採点の手間が要る。ただし、採点は学生に自己採点をさせ
れば、教師の採点の手間は省け、学生も解答をすぐに確認
することができる。間違った場合にはその場で気付き、記
憶を改めることが可能である。しかし、自己採点は試験が
安易に行われる場合がある。それを防ぐ方法は、教師が採
点して学習者に緊張感を与えることである。しかし、教師
側に採点の手間と時間が要るだけでなく、学習者もその場
では解答を確認できないので、間違いを気付かされること
がない。
一方、Moodle で小テストを行う場合には、問題作成に
時間を要する。プリント作成の場合の数倍の時間を要す
る。しかし一度小テストを作成しておけば二度と作成する
必要がない。他のクラスや後年度で使用する場合には効率
的である。作成した問題はデーターベースに保存されてい
るので、部分的な修正をすることも容易に可能である。何
よりも、解答は学生が自分でチェックするので、その場で
即座に確認でき、記憶が間違ったままで済ますこともない
し、学習が不十分な場合は強化される ｡ 教師側の採点の手
間はまったく不要であるのみならず、個々の学生の詳細な
解答状況を瞬時に確認することができる。必要に応じて誤
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答分析も可能で、学生にとって覚えやすい語、覚えにくい
語を知ることが可能である。また、同じテストを何度もや
り直しすることが可能で、しかもやり直すたびごとに問題
と選択肢の配列もシャッフルされるので、十分な学習を行
うことが可能である。
図 5 単語小テストの問題画面
図 6 単語小テストの採点画面
2．2．2．単語 100 問テスト
「小テスト」を数回（通常 4～ 6回）実施した後、同じ
範囲で「単語 100 問テスト」（以下、「100 問テスト」）を
実施している。これをプリントで行う場合には、やはりテ
スト作成ソフトを使用して、小テストでは出題しなかった
単語も含めて簡単に作成することができる。100問テスト
をプリントで行う場合の解答はマークシートを使用する。
したがって、教員の採点の手間はほとんど必要ない。ただ、
学生には結果を後日知らせることになることと、小テスト
の場合同様、誤答をその場で気づかせることができない。
Moodle で 100 問テストを新規に作成するとなると、か
なりの時間と労力を要する。しかし、既に作成してある小
テストの問題から 100 問を選択する方法をとれば、小テ
ストの問題はすでにデータベースに保存されているので、
その中から 100 問を選択するだけでよい。小テストで出
題しなかった問題だけを別に作成してそれを取り入れる
ことも可能である。解答、採点に関しては小テストの場合
と同様に、学生にとっても教員にとっても便利である。
2．3．文法・語法演習
2．3．1．文法概説
文法・語法演習は、「文法概説」（以下、「概説」）と「問
題演習」からなる。概説は筆者がMoodle とは別に自主作
成した学習サイトにリンクされている。これは文書ファイ
ルで簡単にまとめたものと、パワーポイントで作成したも
のとがある。後者の場合は、スライドショウを実行し、ク
リックしながら問いかけとその答を画面上で徐々に得な
がら読んでいくことになる。問いかけを与えられた時にそ
の答えを考え、そしてクリックして与えられる答えを確認
することで、文法事項を着実に習得することを期待してい
る。
2．3．2．問題演習
問題演習はMoodle で作成している。単語小テストと異
なり、問題毎にフィードバックを与え、誤答の場合でもそ
の理由を簡単に解説している。
テキストやプリントを使用して概説や問題演習を一斉
指導する方法では、全学生に対して同じ説明を行うことに
なるので、すでに理解している学生には時間の無駄が生じ
る。また、逆に、学生によっては説明が理解できないうち
に先に進んで、十分に学習できないこともある。また、プ
リントを作成する場合にはその手間がかかる。
これに対し、Moodle で個人学習をする場合には、学生
は自分の能力に応じて学習を進めることができる。理解
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の速さに左右されず、効果的に学習できる。ただし、教員
側において問題作成の時間を要する。しかし、授業中に説
明する時間を考慮すれば、必要時間は相殺されるとも言え
る。他のクラスや後年の授業でも利用することがあれば、
それだけMoodle の方が効率的だといえる。
図 7 文法・語法問題演習問題画面
図 8 文法・語法問題演習採点 ( 解説 ) 画面
2．4．TOEIC 演習
TOEIC 演習は、テキストと付属のリスニング CDを
使用する。「現代英語」で使用したテキストは成美堂の
Successful Steps for the TOEIC Testである。テストの問題形
式はTOEIC に合わせ、１ユニットですべての Part の練
習ができるような構成となっている。問題数は、リスニン
グ、リーディング問題ともそれぞれ 12問である。
普通教室で一斉指導をする場合は、リスニング問題で
はクラス全体に CDを聞かせ、テキスト上で解答をさせ
る。CDを聞く回数は、１回を原則として、全体的な学生
の理解度の様子を見て 2,3 回聞くこともある。リーディン
グ問題もテキスト上で解答をさせる。解説は、学生全員が
終わったころを見計らって教師が行う。単語小テストと同
様、学生が自己採点をすると安易な気持ちで行う場合もあ
る。それを防ぐために、解答用紙としてマークシートで回
答させて緊張感を与え、教師の方で（コンピュータで）採
点することもある。また、一斉指導の場合の問題として、
問題を早く済ませてしまった学生が時間をもてあますこ
とがある。
これに対し、Moodle で行う場合には、テキストと付属
のリスニング用 CDを同様に使用するが、解答と解説を
Moodle 上で行う。解答の要領は単語テストの場合と同じ
である。学生はテキストの問題文を使用しながら、解答の
みをMoodle 上で行う。リスニングでは各自のコンピュー
タにCDを入れ自分で操作し、解答をMoodle 上で行う。
自分の能力に合わせて理解できるまで何度も聞くことも
可能である。解答と解説は小問題ごとに与えられる。学生
は小問毎に解答と解説をチェックしながら一つずつ進め
ることも、全小問が終わってからすべての解答と解説を確
認し、間違った問題のみやり直すことも可能である。
教員側の準備の手間としては、一斉授業の方が少なくて
済む。Moodle の解答・解説は、「小テスト」と同じ要領
で作成するが、やはりかなりの手間と時間がかかる。ただ
し、逆に授業中に解説をする必要はほとんどない（学生か
らの個々の質問に答えることはあるが）。同じテキストを
他のクラスや後年も数年間使用するのであれば、Moodle
で一度作成すれば、その後の手間はほとんど要らないので
Moodle の方が効率的だといえる。
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図 9　TOEIC 演習解答欄画面
図 10　TOEIC 演習解答・解説画面
2．5．BBC LEARNING ENGLISH--Ten Days in Manchester
これは BBCが制作し、外国人のためにインターネット
上で提供している無償の英語学習サイトである。この学習
プログラムは、旅行会社に勤める二人がマンチェスターで
開かれる旅行関係の展示会で出店を出し、代理店探しや個
人旅行の販売をするというストーリー設定のもとで、ホテ
ル、電話、道案内、商談、レストラン、買い物などのシチュ
エーションにおいて必要な英語表現や語彙を学習する構
成となっている。学習者は、まず、ビデオによる対話練習
から始め、続いて会話形式と日記形式の文章をリスニング
したり、スクリプトを読んで、さまざまな会話表現や語彙
などを学習することができる。また、それぞれにおいて内
容に関する問いが与えられ、学習者は答えを 4択の中か
ら選ぶ。
興味深いのは、10日間の日程のそれぞれの日において、
Good day と Bad day があり、前者の場合にはすべて事
が順調に運ぶが、後者ではうまくいかないという内容に
なっている。学習者は各日において好きな方を選ぶこと
ができるが、本授業では、とりあえずはすべてGood day
を選び、一回のレッスンで一日分を終わらせることにして
いる。時間に余裕がある場合には Bad day にも挑戦させ
ている。
2．6 ．COCET 3300
COCET 3300 は、全国高等専門学校英語教育学会
(COCET) によって作成された語彙リストをベースに、メ
ディア教育開発センターがWEB教材として開発したもの
である。この教材も無償で利用することができる。教材内
容は、語彙を①見る・聴く、②確認する、③テストする、
の三ステップからなり、各ステップには、(A) 英単語から
意味を解答する ( 和訳 4択 )、(B) 音声から意味を解答する
( リスニング」)、(C) 単語の意味からスペルを解答する ( ス
ペリング ) の活動がある。各ステップには 165 のユニッ
トがあり、第 1ユニットから順次仕上げていく。テスト
ではユニット毎に点数が与えられ、(A)、(B)、(C) ではそ
れぞれ、1点、2点、3点が与えられる。すべてクリアす
れば 990 点が与えられ、参加者の得点ランキングも表示
される。ゲーム感覚で楽しくやれることから、時間に余裕
がある場合に自由に学習をさせた。何人かの学生は良く取
り組んでいた。
3．e ラーニングアンケート
3．1．アンケート調査
平成 20年度の前期が終了した時点で、学生にアンケー
ト調査を行った。以下は、アンケート項目の内容とそれぞ
れの人数と割合を表示している。
(A) 単語小テスト準備プリントについて
(1) Moodle で配布されることは
 １　たいへんよい 15 名 (51.7%)
 ２　まあまあよい 8 名 (27.6%)
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 ３　あまりよくない 6 名 (20.7%)
 ４　まったくよくない 0 名 (　 0%)
(2) 学習効果は・・・と思う。
 １　おおいにあった 5 名 (17.2%)
 ２　まあまああった 18 名 (62.1%)
 ３　あまりなかった 6 名 (20.7%)
 ４　まったくなかった 0 名 (　 0%)
(B) 単語小テストについて
(3) e ラーニング式にやることは
 １　たいへんよい 20 名 (69.0%)
 ２　まあまあよい 8 名 (27.6%)
 ３　あまりよくない 0 名 (　 0%)
 ４　まったくよくない 1 名 ( 3.4%)
(4) 学習効果は・・・と思う。
 １　おおいにあった 11 名 (37.9%)
 ２　まあまああった 18 名 (62.1%)
 ３　あまりなかった 0 名 (00.0%)
 ４　またくなかった 0 名 (00.0%)
(C)TOEIC 演習について
(5) e ラーニング式にやることは
 １　たいへんよい 18 名 (62.1%)
 ２　まあまあよい 10 名 (34.5%)
 ３　あまりよくない 1 名 ( 3.4%)
 ４　まったくよくない 0 名 (　 0%)
(6) 学習効果は・・・と思う。
 １　おおいにあった 13 名 (44.8%)
 ２　まあまああった 16 名 (55.2%)
 ３　あまりなかった 0 名 (　 0%)
 ４　まったくなかった 0 名 (　 0%)
(D) 文法･語法演習について
(7) e ラーニング式にやることは
 １　たいへんよい 15 名 (51.7%)
 ２　まあまあよい 9 名 (31.0%)
 ３　あまりよくない 5 名 (17.2%)
 ４　まったくよくない 0 名 (　 0%)
(8) 学習効果は・・・と思う。
 １　おおいにあった 10 名 (34.5%)
 ２　まあまああった 15 名 (51.7%)
 ３　あまりなかった 3 名 (10.3%)
 ４　まったくなかった 1 名 ( 3.4%)
(E)Ten Days in Manchester について
(9) この eラーニング教材は
 １　たいへんよい 14 名 (48.3%)
 ２　まあまあよい 12 名 (41.4%)
 ３　あまりよくない 3 名 (10.3%)
 ４　まったくよくない 0 名 (　 0%)
(10) 学習効果は・・・と思う。
 １　おおいにあった 10 名 (34.5%)
 ２　まあまああった 17 名 (58.6%)
 ３　あまりなかった 2 名 ( 6.9%)
 ４　まったくなかった 0 名 (　 0%)
(F) どちらかと言うと・・・がよい
 １　eラーニング 22 名 (75.9%)
 ２　一斉授業 7 名 (24.1%)
3．2．アンケート結果分析
上記アンケート結果から、eラーニングを利用した授業
は概ね好評であることがわかる。特に、単語小テストや
TOEIC 演習、Ten Days in Manchester などのテスト形
式で行う活動は、ほとんどの学生が eラーニングによる活
動を好意的にとらえ、その学習効果もあると考えている。
これに対して、単語準備プリントや文法・語法演習（おそ
らく文法概説に対して）では、好意的に考える学生の割合
はやや低い。推察するに、ただ提示されたものを読むだけ
の活動では、eラーニングの意義はあまりないととらえて
いるようである。
次に、学生が自由に記したコメントを内容から分類し
て、学習効果を評価したい。まず、eラーニングの方が好
ましい理由として次のようなコメントが見られる。
(F) 学生のコメントより
１　eラーニングの方がよい理由
○学習スタイルに関して
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・ Moodle によって学習したいと思った時に、インター
ネットがつながった PCのある授業であればどこでも学
習できるため。
・ PCがあればいつでも確認できるから、印刷の必要がない。
・ 自己のペースでやりたい。
・ 人によって見たい場所が違うから。分かっている場所の
説明でわからない場所の説明がおろそかになる可能性
がある。
○教材の利便性に関して
・ プリントはなくす（捨てる）可能性がある。
・ ディスプレイを見るだけで十分。
・（プリントは）かさばる上に、一度なくすと別の人のプ
リントをコピーしなくてはならない。
・ プリントではテスト用紙が大きくなり、逆にやりづら
い。
・ プリントでも番号を書くだけなので同じだと思う。
・ プリントは一回使うと終わりな気がする。
・ 小テストの場合、勉強したことを確認するという感じな
のでMoodle でも問題ないと思う。
○学習の効率性に関して
・ すぐに答えが分かるり、間違いを確認できるから。
・ e ラーニングだと答えの正･誤に関らず解説してくれる
のがとても良い。
・ リスニングの場合に PCだと何度も聞きなおすことが手
軽に出来る。
・ 間違いの理由が分かる。
・ 何回も繰り返し直したい。後日、復習ができる。
これに対して、プリントを配布して一斉授業の方が好まし
いと考える理由には次のようなコメントが見られる。
２　一斉授業やプリント配布の方がよい理由
○学習スタイルに関して
・ パソコンを起動しなくていいから。
・ 授業を少し交えて、それから eラーニングをする方がい
い気がします。
・ 授業で本番のようにやっても良いと思う。（TOEIC 演習
に関して）
・ 先生の解説が聞きたい。
○教材の利便性に関して
・ パソコンだとスクロールするのが大変。紙の方が答えも
書き込めるし赤シートを使って確認できる。
・ ディスプレイでは勉強している気がしない。紙の方が慣
れているのでディスプレイでは勉強しにくい。
・ パソコンだといまいち読む気がしない。
・ プリントは手元に置けて、すぐに確認できるから。
○学習の効率性に関して
・ パソコンで選ぶだけだと、すぐに忘れてしまうような気
がする。
4．まとめ
「現代英語」で行った eラーニングはアンケート結果か
らもわかるように、学生には概ね好評であると判断でき
る。特に、テスト形式の活動に対しては興味を持って取
り組むことができ、しかもその場ですぐに解答・解説が
フィードバックされることにより学習効果があるようで
ある。しかし、問題がないわけではない。まず、教師側に
おいては、教材作成にかなりの手間と時間を要する。教材
作成においては、教材コンテンツの共有化や再利用を考
え、教師が共同で作成できるような環境を整えるべきであ
ろう。また、授業中における教師の役割に関しても、学生
が活動をしている間は、教師は個々の学生のアシストだけ
に終始する可能性がある。学生も授業のすべての時間を e
ラーニングに集中できるわけではない。教師と他の学生が
教室にいる以上、教師と学生、あるいは学生同士の英語に
よるインタラクションを取り入れた授業形態が望まれる。
そのような活動を可能にする機能がMoodle にはある。今
後はそのような活動を取り入れた eラーニングの授業スタ
イルを考えるべきであろう。
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